




Prognosis of School Non-attendance Children and Transformation of Their Parents－From the Free Descriptions of Their Participants Parents’ group－南 雅 則要旨本研究は，不登校の親の会に参加した保護者１８名（家族）から得た自由記述をもとに，親の会が不登校生の予後過程に及ぼした影響について検討したものである。分析にあたっては，テキストマイニングソフトKH Coder（樋口，２０１４）を使用した。階層クラスター分析（ウォード法）を行った結果，８クラスターが抽出され，親の働きかけと子どもの変化との関係が明らかとなった。また，親のあきらめや価値観の転換が不登校生の予後と関係しており，親への心理的な支援の重要性が示唆された。キーワード：不登校（school non-attendance）／親の会（parents’ group）／テキストマイニング（text mining）
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化がなされているとは言えず，どのような要因による効果なのかが明らかにされていなかった。舘・佐藤・浅川・南（２０１４）は，近畿地方の一地方都市で２０年以上にわたって続いている親の会に参加した親へ実施した質問紙調査の自由記述の分析の結果，親の働きかけを変えるためには，その親に共感的な理解を示す周囲の人の影響が関係していることを明らかにしている。舘他（２０１４）によれば，親の働きかけが変わったことによって子どもは回復過程をたどったことが示されたが，子どもの回復段階の変化する過程とその親の働きかけとの関係，親の働きかけと回復までの子どもの変化に対する予後過程について明らかにはされていなかった。そこで，本研究では親の自由記述をもとに，子どもの回復過程と親の働きかけとの関係，その過程で親の会が親の変容に及ぼした影響（効果）について実証的に検討し，これまでに示されてきた不登校生やその親に対する支援のあり方に資することを目的とした。本研究は，特徴的な個別の事例を取り上げて検討する事例検討とは異なり，一定数の親からの自由記述をもとにテキストマイニングにより検討したものである。本研究では，自由記述の分析にあたり，テキストマイニングソフトKH Coder（樋口，２０１４）を使用した。テキストマイニングを用いる意義として，テキストデータを計量的かつ客観的に検討できることがあげられる。調査票の自由記述のようなテキストデータが大量にある場合，人手による記述内容の分類だけでは，見落としや主観による偏りが問題となるが，テキストマイニングを用いることで，主観的要素をできるかぎり排除してテキストデータのような質的データの検討が可能である（樋口，２０１４）。つまり，親の会に参加した親たちの自由記述の内容をテキストマイニングで計量的に分析することによって，親の働きかけと回復までの子どもの変化に対する予後過程を客観的に捉えることができると考えられたためである。Ⅱ 方法１．研究協力者および時期 A県B市で２０１３年３月まで実施されて親の会に複数回参加したことのある保護者２３名（家族）に対し，同年４月に文書





































Table６ 親の変容段階とコーディングルールによる集計（ケースの度数と割合）親の動揺と不安 親の葛藤とあきらめ 親の価値観の転換 親役割の終わり不安・混乱期 ６（１５．００％） ２（５．００％） ２（５．００％） ２（５．００％）内閉・模索期 ８（５．９３％） １５（１１．１１％） １２（８．８９％） ９（６．６７％）安定・自己探索期 １０（６．４５％） １６（１０．３２％） １６（１０．３２％） ９（５．８１％）自立・社会復帰期 ２（２．３５％） ７（８．２４％） ８（９．４１％） ３６（４２．３５％）合計 ２６（６．２７％） ４０（９．６４％） ３８（９．１６％） ５６（１３．４９％）注：本表における割合とは全自由記述文中に占める度数を表している
不登校生の予後過程と親の変容
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行う働きかけが有効に作用したのだと考えられる。Ⅴ 今後の課題本研究では，親の自由記述から，予後過程とそれに伴う親の変容をテキストマイニングの手法を用いて分析し，不登校の子どもと親の関係を，主として親の立場から各段階別にとらえることができた。不登校の回復においては，親の関わりが子どもの経過段階に見られる特徴に違いがあるのと同様に，親の子どもに対する関わりや感情にも違いか見られ，そうした子どもと親の変容を通して自立・社会復帰に至ることが示唆されたと言えよう。しかし，本研究で分析対象となった自由記述は，ある一地域の親の会の参加者によるものであり，本研究の結果を一般化するためには複数の親の会の参加者による自由記述を検討していく必要があろう。また，今後テキストマイニングによる自由記述の分析が増えることにより，親の変容や親の会の効果についての知見の蓄積が期待される。最後に，２０１６年１２月に成立（２０１７年２月から完全施行）した「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」（いわゆる「教育機会確保法」）によって，これまでの学校復帰を前提としていた従来の不登校対策が大きく変わることとなった。法律の内容及び関係機関の取り組みについての議論は他に譲るが，こうした不登校生を取り巻く状況の変化によって親がどのような影響を受けることになるのか，今後の経過を注意深く見守り，検証していく必要があると思われる。〈引用文献〉樋口耕一 ２０１４ 社会調査のための計量テキスト分析―内容分析の継承と発展を目指して― ナカニシヤ出版中地展生 ２０１１ 不登校児の親グループに参加した母親からみた家族システムの変化に関する実証的研究 心理臨床学研究 ２９（３），２８１－２９２．中地展生 ２０１２ 日本における不登校児の親グループ研究の文献展望－１９９０～２０１０年を対象に－ カウンセリング研究 ４５（４），２３９－２４７．小野修 ２０００ ファシリテーターのためのマニュアル子どもとともに成長する不登校児の「親グループ」黎明書房
佐藤修策・濱名昭子・浅川潔司 ２０１１ 親と教師がむきあう不登校 子どもとともに歩む親の会からのメッセージ あいり出版舘沙央理・佐藤修策・浅川潔司・南雅則 ２０１４ 登校拒否の児童生徒に対するカウンセリングが彼らの回復過程に与える影響に関する学校心理学的研究 発達心理臨床研究 ２０，６９－７７．渡邉淳一・夏野良司・古川雅文・佐藤修策・濱名昭子・辻河昌登 １９９８ 不登校の予後の規定要因－オープンシステムの親の会における調査を通して－ 生徒指導研究 ９，５８－６８．〈注〉（１）本研究では，親を対象としたサポートグループ（親グループ，親の会など）を“親の会”という表現で統一した。（２）プロセスモデルではなく，段階別による特徴の整理にとどめた。（３）コーディングルールとは、コードを与える際の基準であり，複数の条件（AND, ORなど）の組み合わせが可能である（樋口，２０１４）。例えばTable５の「親の動揺と不安」というコードは‘行ける’，‘起きる’（以下略）などの抽出語のいずれかに対して与えられていることを示している。
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